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 自ら考え、正しく判断し、行動できる生徒（自律・自立）を目指して 

１学期始業式 校長講話より 

 

 令和４年度、大切にして取り組んでほしいことについて話します。 

 1つめは、「あいさつ」です。陵東中生はあいさつと合唱が上手だと思っています。さわやかなあ

いさつは、雰囲気を良くしてくれ、相手に安心感を与えてくれます。今年もこれまで以上に、自分か

ら進んで友だちや先生方、地域の方々にさわやかなあいさつをして盛り上げてください。 

 ２つめは、「挑戦すること」です。学習や部活動、その他自分が決めたことに思い切って挑戦する

ことが大切です。野球のイチロー選手は、「小さいことを重ねることが、とんでもないところに行く

ただひとつの道だ。」と言っています。目標を立て、その達成に向けて毎日毎日積み重ねていくこと

が大切です。きつい時、嫌になる時、休みたい時があるでしょう。そんな時にあきらめないで挑戦す

る粘り強さを身につけましょう。テストや大会が近づいてきてからがんばってもあまり効果はありま

せん。目指す目標・今週１週間の目標・きょうの目標と計画を立てて取り組んでみましょう。２、３

年生は、昨年紹介した大谷翔平ノートを思い出してください。やりとり帳もうまく使いましょう。 

 ３つめは、「思いやり」です。思いやりに関わる中学生が書いた作文の一節を紹介します。 

 

 私たちはこれからもいろいろな人たちと出会い生活していきます。その時、お互いの存在やお互い

の違いを認め合える人になってほしいと思っています。縁あって同級生になった、陵東中生になった

という出会いを大切にして、お互いが気持ちよく楽しい学校生活が送れるようにしてください。思い

やりを持って接し、相手の立場になって考え、相手の気持ちがわかる人になってほしいと思います。 

３学年通信に「あたたかい聴き方、やさしい話し方」という言葉がありました。大切にしたいですね。 

 

 今年から様々な場面で、男女を分ける場面をなくしていくことにしました。例えば、整列のしかた

や名簿など、男女混合で進めていきます。 

 日本では男女別名簿が根強く使われてきました。しかし、１９８５年にナイロビで行われた世界女

性会議で、学校で男女別名簿を使っている国は１８カ国中、日本とインドのみだということがわかり

ました。その後、男女共同参画社会基本法という法律の制定以来、男女混合名簿が推奨されるように

なりました。それから男女混合名簿が全国的に普及しています。高知市や福岡市などは１００％にな

っているようです。名簿や整列その他、様々な活動で男女の別なく、一緒にと考えることは、性別を

超えて誰に対しても区別なく接することができる態度やお互いに一人の人間として、尊重できる態度

を育むことができるのではないでしょうか。もちろん、学校生活の中で、男子と女子を分けないとい

けない場面もあります。しかし、それ以外ほとんどの場面は男女一緒でもよいことが多いのではない

かと思います。是非みなさんも考えて気づいたことは友だちや先生と話し合ってみてください。 

 あいさつ、挑戦、思いやりのある生活を目指してがんばりましょう。  

    令和４年度 

  R４．５．１３発行 

  寒河江市立陵東中学校 

校長 横 山 和 弘  陵東新聞 

 この世にはたくさんの言葉があります。聞いてうれしい言葉、傷つける言葉などです。例えば、 

落ち込んでいるときに、「大丈夫だよ」とか「これからがんばれば間に合うよ」と声をかけてもらえ

ると次からは頑張ろうという気持ちになります。「無理だよ」「がんばっても意味ないよ」などと言

われると、やる気もなくなり、さらに落ち込んでしまうかもしれません。このように、かける言葉、

かけられる言葉によって様々な気持ちになります。言葉は魔法のような力を持っていると思います。 

 例えば、何気ない言葉が相手に嫌な思いをさせ、人の心を大きく傷つけてしまうこともあります。

言葉の影響力は私たちが考えるよりずっと大きいものなのです。私の一番好きな言葉は、「やさしさ

にはやさしさが返ってくる」という言葉です。人に優しい言葉をかけてあげられる優しい人になれる

よう心がけていきたいと思います。 
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男女団体３位  地区中学駅伝競走大会 

                       ４月２０日 朝日町大谷地区周回コース 

 

 部活動が制限される中、春休みから朝練習を重ねてきました。 

 大会当日は予想以上に気温が上がり暑さとの戦いも余儀なくされまし 

た。選手、サポート生徒を含め、２２名で競技にのぞみました。一人一 

人の力強い走り、あたたかい応援、サポートとそれぞれが自分の役割を 

果たし、参加した生徒全員がすがすがしい姿を見せてくれました。 

＜結果＞ 

 総 合   

第３位  女子団体      ５１分３７秒 

      １区 後藤 美羽（３年） ２区 小松ほのか（２年） ３区 犬飼 芽佳（３年） 

      ４区 大石 彩生（２年） ５区 大泉 藍來（３年） 

 

     第３位  男子団体    １時間６分２８秒 

      １区 横尾 凌久（３年） ２区 軽部 琉希（３年） ３区 竹田 愁人（３年） 

      ４区 舩田 琥洋（２年） ５区 松田 遼平（３年） ６区 穂積 芯一（３年） 

  

 区間賞    

       女子第５区（3.1km）  大泉 藍來  １１分１６秒  

       男子第３区（3.1km）  竹田 愁人  １０分４７秒 

 

全国軟式野球西村山地区予選会優勝 
  ５月７日（土） サンスポーツランド河北 

    準決勝： 対 河北  ５ 対 ４ 

    決 勝： 対 陵南  ７ 対 ０（５回コールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の皆さん、保護者の皆様、朝の交通安全指導ありがとうございます。 

本校ではさわやかなあいさつ、安全な登下校を呼びかけ、全校あげて取り 

組んでいます。先日、1年生数名が学区内でボランティア活動をしていると 

いう連絡をいただきました。自主的な生徒の活動ということで大変うれしく 

思いました。地域の皆さまからも地域での生徒の様子を見守っていただき、 

ほめてあげたいこと・気になることでも結構ですのでお知らせくださいます 

ようお願いします。 

また、部活動・木曜塾などで、生徒の活動を見守ってくださる方を募集し 

ています。ご協力いただける方はご連絡をお待ちしています。 

１４日（土） 大運動会 

１６日（月） 振替休業日 

１９日（木） １学年講演会 

２８日（土）～部活動強化期間 

６月 ９日（木） 校内授業研究会 

  １６日（木） 自由参観日・地区総体壮行式 

  １８日（土） 地区総体 

  １９日（日）   〃 

  ２０日（月） 振替休業日 

  ２１日（火）   〃 

男子駅伝スタート 

女子が襷をつなぐ 

新入生歓迎会「部活動紹介」 

生徒総会の様子 

五
月
の
予
定 
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陵東中学校学校運営協議会 
 4 月 19 日、第１回学校運営協議会が行われ、授業参観、委員の任命、会長・副会長の選出を行

いました。今年度の学校経営方針が承認され、様々な活動に対する要望も出されました。「地域と

ともにある学校」を目指し、情報を発信してまいりたいと思います。地域のみなさまのさらなるご

理解ご協力をお願いします。 

 ＜学校運営協議会委員（敬称略） 

委 員 氏 名 役 職 等 

会 長 日塔 宜邦 元小学校長・前社会教育委員 

副会長 芳賀  諭 陵東中学校父母と教師の会会長 

 委 員 佐藤 宗厚      同        副会長 

 委 員 柏倉城太郎 同        参与 

 委 員 一ノ瀬佳子      同        母親委員長 

 委 員 芳賀 絵美      同        母親副委員長 

 委 員 瀬野 義昭 寒河江東部地区町会長代表 

 委 員 公平 順孝 西根地区町会長代表 

 委 員 後藤 清司 三泉地区町会長代表 

 委 員 小山三枝子 西根地区主任児童委員 

 委 員 土田 久子 三泉地区主任児童委員 

 委 員 鶴谷 照美 寒河江地区民生児童委員 

 委 員 鏡  芳昭 企業経営者 

 委 員 渡邉  晃 寒河江工業高等学校長 

 委 員 武田 幸一 地域コーディネーター 

 委 員 横山 和弘 陵東中学校長 

 委 員 渡邊  基 陵東中学校教頭 

 委 員 菅井 耕一 陵東中学校教務主任 

 

 ＜会議予定＞ 

  第 1 回：4 月 19 日  第 2 回：7 月 8 日  第 3 回：10 月 26 日  第 4 回：2 月 1 日 

 

＜出された意見等＞ 

  ○※4 部会制で進めていくことに賛成である。 

    ※学校運営協議会は 4 つの部に分かれて話し合いを進めています。 

     ①広報部会 ②学習支援部会 ③地域活動部会 ④総合学習支援部会 

 

○木曜塾について 

趣旨や計画等を保護者に発信し、協力していただいてもよいのではないか。 

  ○職業講話（1 年）について 

  ・生徒の関心の高さがうかがわれる。仕事の内容だけでなく、経営について考えさせることも

大切ではないか。そのために時間をもう少し確保できないか。 

  ・企業の話等をもっと身近に生徒に聞かせたい。わくわくするような内容を取り入れてもよ

い。 

  ○学校と地域の相互交流 

  ・地域と生徒が一緒にできることを考えていきたい。 

  ・高校と中学校との交流を考えていきたい。高校の見学や体験、簡単な実習などで協力できる

ことがあれば協力したい。 

  ○教職員の働き方について 

  ・先生方にゆとり・余裕がほしい。先生方が元気でなければ、良い教育はできない。そのため

に地域でできることがあれば協力したい。 


